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１．はじめに
１．１．研究背景
今日の知識基盤社会化やグローバル化に対応した英語教育改革が，初等教育段階から求
められている．平成32年度の次期学習指導要領完全実施に向けて，小学校英語の教科化に
関する議論が進められており，その中で，ICT等も活用しながら15分程度の短い時間を
単位として繰り返し教科指導を行う短時間での学習（以下，短時間学習）が提案されてい
る．短時間学習では，コミュニケーション能力のさらなる養成などが目的として挙げられ
ているが，モジュール化された小学校英語の短時間学習は15分程度という非常に短い授業
時間であり．これまで蓄積されたきた活動案や教材をそのまま活用することは難しいとい
う課題がある．
また，小学校英語の教科化により，これまで扱ってきた音声（「聞く」「話す」）の技能
だけではなく，文字（「読む」「書く」）の技能も少なからず扱うことになる．この理由と
しては，文字への興味の高まりとともに、中１ギャップの原因であるとも言われる、「読
む」「書く」ことへの態度の育成を図り、小学校英語から中学校英語科へスムーズに接続
する必要があることが挙げられる．しかし，小学校高学年において，文字を，単に繰り返
し「読む」「書く」だけの活動を実践したり、現行の中学校と同じような指導をしてしま
うならば，子どもが飽きてしまったり，学習意欲が低下してしまたったりする可能性も考
えられる．これでは現在の中学校での問題を小学校に持ち込むだけである。中村（2015）は
これについて、単に中学校の前倒しをするのではなく、新たに「小学校外国語科を創る」
意識が重要であり、文字指導においても、小学校高学年に適した新たな指導方法を確立す
べきだと述べている．
本稿は以上を踏まえ，短時間学習に対応できる，新たな文字導入・文字指導方法につい
て提案するものである．
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１．２．研究の視点
現状を考えると，短時間学習に対応し，かつ「読む」「書く」の態度の育成に対応した，
英語の文字を継続的に楽しく学ぶ教材が必要である．しかし，英語の文字などの学習は，
音声の学習とは異なり「正確性」が強く求められる（中村 2016）．文字を学ぶことで正確
性への意識が過度に高まると，これが音声にも波及し，活発なコミュニケーションの妨げ
になる可能性がある．したがって，文字指導の際に正確さを意識させすぎず，いつの間に
か英語の文字が理解できるようになる学習が効果的であると考える．そのためには，明示
的に文字指導を行わないで，かつ文字への慣れ親しみが進むことが理想である．
子どもに対し明示的に文字を教えないで英語の文字に慣れ親しませるためには，子ども
たちが主体的に取り組む教材が必要である．その候補として挙げられるのは，タブレット
端末上で主体的に取り組むことができるデジタル教材である．また，子どもたちが，いつ
の間にか英語の文字が理解できるようになるためには，学習をしているという感覚ではな
く，楽しんで継続的に取り組める教材が必要であると考える．
最近では，タブレット端末やデジタル教材などの即時にフィードバックできるインタラ
クティブな学習ツールが開発されており，個別学習を効果的に支援している．そこで，小
学校英語での短時間学習において，英語の文字を効果的に指導するためには，タブレット
端末を用いて楽しみながら取り組め，さらに即時にフィードバックできるデジタル教材が
効果的であると考える．さらに，そのデジタル教材を活用した具体的な指導案やカリキュ
ラムを作成し公開することで，日本の小学校における英語教育の発展に寄与することがで
きると考える．

１．３．研究目的
本研究の目的は，小学校英語での短時間学習において，英語の文字を効果的に指導する
ためのデジタル教材を開発することである．そのための手段として，まずは，タブレット
端末を用いてゲーム感覚で取り組める英語の文字を学ぶアプリケーションのプロトタイプ
（以下，英語文字アプリ）を試作し，英語文字アプリが，この学習者にとって学びやすい
ものかどうかを検討するため，英語文字アプリにおけるユーザビリティに焦点を当てて評
価することを目的とする．

２．英語文字アプリ
２．１．英語文字アプリの概要
本研究で試作した英語文字アプリは，学習モードが４つあり，「DAI語クイズ Lv.1」

「DAI語クイズ Lv.2」「私が好きなものクイズ」「私はだれ？クイズ」から構成されてい
る．英語文字アプリの特徴は，中村・末松・林田（2010）の多角的語彙習得モデル（図１）
に基づいて作られていることである．
このモデルは，従来，音韻表象，正書法表象などと呼ばれてきた語の音と文字の側面を
意味と結びつけたモデルであり，（i）語は意味・音声・文字という３つの素性からなり，（ii）
これら素性間の対応関係（①～⑥）を習得すること自体が語彙習得の一面である，と捉え
ているところが特徴である．各技能が意味することは以下の通りとなる。
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図１ 多角的語彙習得モデル（中村・末松・林田（2010））

ａ．①音声から意味：語の発音を聞いて、その意味がわかる
ｂ．②意味から音声：意味（実物、絵、写真などのイメージ）を音声化できる
ｃ．③文字から意味：英語のスペリングを見て、その意味がわかる
ｄ．④意味から文字：意味（実物、絵、写真など）から英語のスペリングがわかる
ｅ．⑤文字から音声：語のスペリングを見て、それを音声化できる
ｆ．⑥音声から文字：語の音声を聞いて、英語のスペリングがわかる

図２ 「DAI 語クイズ Lv. 1」の画面例

本アプリケーションでも以上を踏まえ，文字・音声・意味を有機的に関連づけている．
意味をイメージするためのイラストは，小学校外国語活動での共通教材である『Hi,
friends!』に登場するものを採用した．その理由は，普段から慣れ親しんでいるものを扱
うことで，興味関心を高めると同時に，45分で行われる通常の外国語活動とのつながりを
意識させたいためである．
「DAI語クイズ Lv.1」の画面例を図２に示す．この学習モードでは，問題提示の際，
語頭の文字だけが表示される．そして，解答の選択肢が音声として流れる．例えば，「p
‥‥‥」という文字列が表示され，音声で “I like p. What’s that?” と問題が提示される
わけである．「p‥‥‥」中の・は英語１文字に対応し，この場合であれば解答すべき語
が７文字で，語頭が “p” であることを意味している．問題提示後，４つの選択肢が表示さ
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図３ 「DAI 語クイズ Lv.2」の画面例

れ，この中から正解である “peaches” を探すことになる．この選択肢については青・赤・
黄・緑で表示され，タップすると語の音声が流れ，同時に選択肢のイメージ（イラスト）
が表示される．学習者は，１つずつタップしながら確認することで正解を探すという流れ
となる．
以上のように，「DAI語クイズ Lv.1」は語頭の文字と語の文字数を提示し，音声を手が
かりに解答（意味）を探す，ということになる．これを上記多角的語彙習得モデルに対応
させるのであれば，文字から⑤・①という経路をたどって，意味にたどり着くことを促す
こととなる．
「DAI語クイズ Lv.2」の画面例を図３に示す．この学習モードは，基本的には「DAI
語クイズ Lv.1」と同様ではあるが，若干難易度を高くするため，問題提示時に表示され
ていた語頭アルファベットをクエスチョンマークとした．つまり，問題提示では語頭文字
の音声と文字数を示したこととなる．一方，文字を学習するという観点から選択肢の方は
イラストではなく，英語の文字とその音声を表示するように設計した．
以上のように，「DAI語クイズ Lv.2」は語頭音と語の文字数を提示し，音声と手がかり
に解答（文字）を探す，ということになる．これを上記多角的語彙習得モデルに対応させ
るのであれば，文字から⑤→⑥という経路をたどって，再び文字にたどり着くことを促す
こととなる．また，意味（イラスト）に関しては解答を明らかになる際に表示されるよう
にした．
「私が好きなものクイズ」の画面例を図４に示す．この学習モードでは，問題に関係す
るイメージが提示され，そのイメージから連想されるものを学習者が当てるというクイズ
である．例えば，「青森県」のイメージが提示され， “I am AOMORI prefecture. I like
….” という音声が流れる．青森県を擬人化しているのである．この後，４つの選択肢が表
示される．青森県から連想される “apples” という文字列が選択肢の中にあり，タップす
ることでその音声も流れるので，学習者はそれを手がかりに解答を選ぶという流れとな
る．このクイズでは，他教科・他領域の学習内容を英語教育に取り入れることで，文字の
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図５ 「私はだれ？クイズ」の画面例

図４ 「私が好きなものクイズ」の画面例

学習と他教科・他領域の学習内容をリンクさせ，文字の学習が単純になりすぎないことを
目指している．しかし，この問題は連想するという思考過程があるため，学習者にとって
負荷も高い．よって，選択肢では常に英語の文字を表示し，何度タップしても音声が流れ
るようにすることで，過剰な認知的負荷を避けるように設計した．
以上のように，「私が好きなものクイズ」は解答の手がかりとなるイラストと音声を提
示し，それをもとに解答（文字）を探す，ということになる．これを上記多角的語彙習得
モデルに対応させるのであれば，意味（連想）から③→②という経路をたどって，文字に
たどり着くことを促すこととなる．
「私はだれ？クイズ」の画面例を図５に示す．この学習モードでは，問題提示のさい，
正解の語頭文字が１文字だけ表示される．そして，正解の語に関するジャンルや文字数，
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表１ 英語文字アプリのユーザビリティに関するアンケート項目

語頭文字の音声がヒントとして流れる．例えば，解答が “strawberry” である場合，問題
提示の際語頭の “s” という１文字のみが画面に提示され，“I am a fruit. I have 10 letters.
My first letter is ‘s’. Who am I ?” という音声が流れる．学習者はこのヒントをもとに，
選択肢の中から “strawberry” のイラストを選択することになる．なお，イラストをタッ
プすると，その音声も流れるようになっている．
以上のように，「私はだれ？クイズ」は解答の手がかりとなるジャンルや文字数，語頭
文字の音声から，解答（意味）を探す，ということになる．このクイズではヒントが多岐
にわたるので，厳密には上記多角的語彙習得モデルに対応させることは難しいが，文字の
一部，音声の一部，意味の一部などの情報を手がかりに，意味にたどり着くことを促すこ
ととなる．

２．２．動作環境
英語文字アプリの試作は，macOSで動作するコンピュータで行った．開発環境は xcode

8を用い，試作のためのプログラミング言語は swift 3.0を用いた．よって，英語文字アプ
リは，iOS搭載のタブレット端末に対応しており，その中でも iPadのような大画面のタ
ブレット端末での学習を想定した．

３．調査方法
英語文字アプリのユーザビリティに関するアンケート項目を表１に示す．本研究におけ
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表２ 英語文字アプリのユーザビリティ

る調査目的は，英語文字アプリの操作におけるユーザビリティに関する学習者の意識と検
討することである．そのために，まず英語文字アプリの模擬実践を行い，その後アンケー
ト調査を行い，その結果を分析した．調査の対象者は，教員養成課程の大学生および教職
大学院生の17名である．模擬実践で使用したデバイスはタブレット端末「iPad Air 2」で
OS（オペレーティングシステム）は iOS 10が搭載されており，英語文字アプリがインス
トールされている．模擬実践の内容は，まず英語文字アプリを起動し，４つのモードを全
てクリアし体験することであり，実践する学習モードの順番は自由とした．アンケート調
査の形式は，４件法による調査と自由記述調査である．４件法による調査は，それぞれの
４つの学習モードに対し，Nielsen（1999）のユーザビリティの構成要素「学習しやすさ」「効
率性」「記憶しやすさ」「エラー」「主観的満足度」に関する質問項目に対し，「とてもそう
思う」「そう思う」「あまり思わない」「全然思わない」のいずれかを答える内容とした．
また，自由記述調査は，英語文字アプリの長所短所を記述で答える内容とした．

４．結果及び考察
英語文字アプリのユーザビリティに関する調査結果を表２に示す．４件法におけるアン
ケート調査で，「とてもそう思う」「そう思う」の回答を肯定意見，「あまり思わない」「全
然思わない」の回答を否定意見として分類し，フィッシャーの正確確率検定を用いて分析
した．その結果，４件法による全ての項目において，肯定意見が有意に多いという結果が
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表３ 英語文字アプリの長所短所

得られた．このことから，英語文字アプリは４つの学習モード全てにおいて，「学習しや
すさ」「効率性」「記憶しやすさ」「エラー」「主観的満足度」に関するユーザビリティが高
いことが示された．このことにより，ユーザビリティの観点で言えば，当アプリは小学校
の短時間学習において操作に戸惑うことなく，スムーズに学習できるツールである可能性
が示唆された．
英語文字アプリの長所短所に関する調査結果を表３に示す．ここでは，今回の調査で得
られた英語文字アプリの長所短所の記述内容において，２名以上が同一の内容を答えた結
果を抽出し分析した．
ユーザビリティに関する長所の記述内容としては，「操作が簡単である」「すべての操作
が統一している」「シンプルである」といった意見が得られた．このことから，英語文字
アプリのユーザビリティに関する評価が高い理由として，操作が簡単であること，各学習
モードの操作方法がほぼ同じであったこと，シンプルであったことなどが考えられる．
他にも，英語文字アプリの長所として，「文字・音声・イラストがつながる」「他教科の
学習内容と連携している」「何度も反復できる」「音声がよく，聴く力が育つ」「レベル別
がある」といった意見が得られた．「文字・音声・イラストがつながる」という長所の具
体的な内容に「絵（イラスト）と文字がヒントとして出てくるから，頭の中でイメージし
やすい」や「イラストが答えと一緒についているところ（が良い）」，「文字，絵，音声の
いろいろなヒントがあって分かりやすいところ」などがあった．よって，情報提示する際，
文字と音声と意味をリンクさせるために，同一クイズ内にできるだけ文字・音声・イラス
トが含まれるように設計したことが，結果として文字・音声・意味の三要素がつながると
いった長所になったと考えられる．また「他教科の学習内容と連携している」という意見
が得られた．このことから，単純になりがちな文字の学習に対し，他の知識との関連性を
持たせることが有効である可能性が示された．さらに，「何度も反復できる」という長所
に関する意見が見られた．このことから，英語文字アプリにより，効果的な文字の学習が
短時間学習の中で繰り返し実施できる可能性が示されたことになる．他にも「音声がよく，
聴く力が育つ」や「レベル別がある」などの意見も得られ，英語文字アプリの有効性に関
する意見が得られた．これらの長所に関する結果から，英語文字アプリは文字を学ぶ際，
音声・意味とのつながりを意識しながら，繰り返し反復できることが有効であることが伺
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えた．
ユーザビリティに関する短所の記述内容としては，「タップの反応が悪い時がある」と
いう意見が得られた．これは，選択肢をタップする場面が，音声を鳴らす機能と選択肢を
移動する機能がちょうど混合している場面となり，その部分での反応に学習者のストレス
があったものと思われる．よって，その部分の微調整が必要であることがわかった．
他にも，英語文字アプリの短所として，「問題の内容が妥当ではない」「雑音がある」「音
声を中断できない」「問題の難易度が高い」といった意見が得られた．「問題の内容が妥当
ではない」という短所の具体的な内容は，英語文字アプリの「私が好きなものクイズ」の
学習内容であった．ここでの学習内容は，他教科に関する知識がないと解答できない内容
であるため，問題の内容が妥当でないと感じる被験者が多かったと考えられる．しかし，
事前に学習した他教科の内容を英語文字アプリの学習内容に用いることで，英語が身近に
感じるようになる学習効果も可能性として考えられる．そのため，学習デザインによって
は，学習者が事前に学んだ他教科の学習内容を英語文字アプリの学習内容に用いること
で，長所になる可能性があると考えた．「雑音がある」に関しては，教材を作成する際，
無音の部屋で録音していなかったため雑音が入ってしまった．よって，今後，英語文字ア
プリを改善する際，しっかりと完成度を上げた状態で開発する必要性がわかった．「音声
を中断できない」という意見に関しては，音声によるインプットの量を確保するためには，
逆に音声を中断しない方が良いため，学習者のストレスとの関連を考えて今後検討する必
要性がわかった．「問題の難易度が高い」という意見に関しても，今後開発する予定の指
導案やカリキュラムの内容に合わせて，検討していく必要性がわかった．これらの短所に
関する結果から，英語文字アプリの改善に向けて，幾つかの改良点を示すことができた．

５．まとめ
本研究では，小学校英語での短時間学習において，英語の文字を効果的に指導するため
のデジタル教材の実現を目指し，プロトタイプとしての英語文字アプリを試作して，その
ユーザビリティを評価した．その結果，以下のことが明らかとなった．

● 英語文字アプリは，ユーザビリティの観点から，４つの学習モード全てにおいて使い
やすい．その理由として，「シンプルであること」「簡易的であること」「４つの学習
モードの操作方法が統一していること」などが考えられる．

● 英語文字アプリは，タップの反応が悪い場面があり，今後改善が必要である．

また，ユーザビリティに直接関係しないが，英語文字アプリの長所として，「英語文字
アプリは，文字・音声・イラストのつながりを意識しやすい教材である」「何度も反復で
きる」「他教科の学習内容と連携している．」「レベル別があって良い」という意見が見ら
れた．このことから，文字・音声・意味のつながりや他教科の学習内容とのつながりを意
識しつつ反復できるアプリケーションであると言える．よって，短時間で効果的な文字の
学習を反復できる教材としての可能性が見られ，小学校英語における短時間学習での有効
活用の可能性も示唆された．今後は，日本の小学校における英語教育の発展に寄与するた
めに，更に多角的語彙習得モデルに準拠したクイズも加えつつ，英語文字アプリの完成を
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目指したい．そして完成した英語文字アプリを活用した具体的な指導案やカリキュラムを
作成し公開することを目指していきたい．
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